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研究記録
研究記録
(2018 年 1 月～ 12 月 )
著書（単著）
鈴木周太郎『アメリカ女子教育の黎明期 ―― 共和国と家庭のあいだで』
( 鶴見大学比較文化研究所・比較文化ブックレット No.16)，神奈川新
聞社，2018 年 3 月
Connolly, Martin. Contemporary Bloody Literature: Stories & Poems. 
Snowchild Press, July 2018.
著書（共著）
草薙優加『戯曲で養う対話力 based on Promised Land by Peter Griffith』 文
教大学出版局，2018 年 5 月
菅野素子「二十世紀を駆け抜けて ――『わたしたちが孤児だったころ』
における語り手の世界と『混雑』した時代の表象」『カズオ・イシグ
ロの視線 ―― 記憶・想像・郷愁』作品社，2018 年 7 月
菅野素子「『わたしを離さないで』を語り継ぐ ―― 翻案作品（アダプテー
ション）をめぐって」『カズオ・イシグロ『わたしを離さないで』を
読む ―― ケアからホロコーストまで』水声社，2018 年 9 月
定期刊行物等に掲載された論文
小林めぐみ・深谷素子・草薙優加	 “Using the World Café to increase 
motivation for Extensive Reading: A cooperative and constructive book 
discussion.” 『成蹊大学一般研究報告』第 50 巻第 6 分冊，2018 年 2 月
草薙優加・深谷素子・小林めぐみ「読後ディスカッションで何が語られ
ているのか：書記記録分析の試み」『JAILA 第 7 回全国大会プロシー
ディングス』，http://jaila.org/activity/taikai20180310/proceedings20180310 
/jaila-proc-007-04-20180310.pdf，2018 年 3 月
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冨岡悦子「憧憬の抒情のゆくえ」『日本現代詩歌研究』第 13 号，日本現
代詩歌文学館，2018 年 3 月
冨岡悦子「ツェランのリルケ受容（6）」『午前』第 13 号，午前社，2018
年 4 月
菅野素子	「おもいやりのないイングランド ――Kazuo Ishiguro の Never 
Let Me Go と「イングランドの状況」」『New Perspective 新英米文学研究』
第 49 巻 1 号（第 207 号），新英米文学会，2018 年 7 月
草薙優加・小林めぐみ・深谷素子	 “Creative and meaningful classroom 
activities to foster a reading community.” The 4th World Congress on 
Extensive Reading World Congress Proceedings, http://jaltpublications.org/
content/index.php/jer/article/view/88, 2018 年 10 月
冨岡悦子「ツェランのリルケ受容（7）」『午前』第 14 号 , 午前社 , 2018
年 10 月
口頭発表
鍔木元・根岸純子	“L2 Learners' Proficiency Evaluation using Statistics 
based on Dimensional Compression of CEFR Criteria (Tsubaki, H., 
& Negishi, J.)” 2018 6th International Conference on Information and 
Education Technology, ICIET 2018, HYATT REGENCY OSAKA, January 7, 
2018
冨岡悦子「パウル・ツェランの詩「Abends」注釈」ツェラン研究会，明
治大学駿河台キャンパス，2018 年 2 月 24 日
草薙優加・深谷素子・小林めぐみ「読後ディスカッションで何が語られ
ているのか：書記記録分析の試み」JAILA 第 7 回全国大会，鶴見大学
鶴見キャンパス，2018 年 3 月 10 日
宮下治政・時崎久夫	“Borrowing, Stress Shift and Word Order Change in 
the History of English.” Il 18o Convegno Nazionale di Storia della Lingua 
Inglese, Leopold-Franzens-Universität Innsbruck, 2018 年 3 月 16 日
草薙優加「文学作品を使う英語教育が目指す＜主体的・対話的で深い学
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びとは＞」『学習者の＜主体的・対話的で深い学び＞を促す試み ― 文
学教材を題材に』日本英文学会第 90 回大会 , 東京女子大学，2018 年
5 月 20 日
Connolly, Martin. “Under-developed female characters in early Joyce, with 
particular reference to Chamber Music and A Portrait of the Artist as a 
Young Man & Stephen Hero.” Tsurumi University Post-Graduate Conference, 
Tsurumi University, Yokohama, June 16th, 2018
冨岡悦子「パウル・ツェランの詩「Frihed」注釈」ツェラン研究会，明
治大学駿河台キャンパス，2018 年 6 月 16 日
根岸純子「脳血流量を増加させる英語スピーキング活動 ― 形式の異な
る英語発話活動と NIRS による脳血流量の関係 ―」関東甲信越英語教
育学会第 42 回栃木研究大会，白鷗大学，栃木県，2018 年 8 月 19 日
Connolly, Martin. “Dissonance in Claire Keegan’s stories.” IASIL Japan 35th 
International Conference, Toyo University, Tokyo, October 13th, 2018
木村利夫 “Sleeping-inducing Worlds Projected on the Ceiling: A Collaboration 
between Picture Books and Smartphones.” Taiwan Children’s Literature 
Research Association 8th Annual Conference, Soochow University, Taipei, 
Taiwan, 2018 年 11 月 24 日
冨岡悦子「パウル・ツェランの詩「Erhört」注釈」ツェラン研究会，明
治大学駿河台キャンパス，2018 年 12 月 1 日
ワークショップ
草薙優加「英語の群読」第 17 回日本群読教育の会全国研究集会大会，
神奈川学園，横浜市，日本群読教育の会，2018 年 7 月 29 日
翻訳
冨岡悦子「2018 海外詩特集「ギュンター・アイヒ」翻訳と解説」『饗宴』
第 81 号，林檎屋，2018 年 4 月
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講演
冨岡悦子「国際交流 2018 研究者・翻訳家たちの万国旗 ―― パウル・ツェ
ランの詩」日本詩人クラブ，板橋区立グリーンホール，2018 年 10 月
13 日
冨岡悦子「パウル・ツェランの詩「冠をかぶらされて引き出され」」譚
詩舎の会，新宿歴史博物館，2018 年 11 月 4 日
書評
冨岡悦子「関口裕昭著『翼ある夜――ツェランとキーファー』」『比較文学』
第 60 巻，日本比較文学会，2018 年 3 月
冨岡悦子「詩が現実といかに対峙したか ―― 細見和之『「投壜通信」の
詩人たち』」『図書新聞』第 3355 号，図書新聞，2018 年 6 月
冨岡悦子「ぎりぎりの音を聴く ―― 野木京子『クワカ　ケルル』」『現
代詩手帖』12 月号，第 61 巻第 12 号，思潮社，2018 年 12 月
書誌
冨岡悦子「2017 年度詩の研究書、評論、訳・編詩集、随筆、評伝」『詩界』
第 265 号，日本詩人クラブ，2018 年 4 月
その他
冨岡悦子（映画評）「ヴィム・ヴェンダース「アランフエスの麗しき日々」
―― 夏の庭のダイアローグと爆撃音と」『映画芸術』2018 年冬号第
462 号，編集プロダクション映芸，2018 年 1 月
冨岡悦子（エッセイ）「詩の家、それは可能性そのもの」『千年樹』第 73 号，
千年樹の会，2018 年 2 月
冨岡悦子（エッセイ）「球根の眠り」『タンブルウィード』第 3 号，タン
ブルウィードの会，2018 年 3 月
冨岡悦子（講演記録）「パウル・ツェランとエミリ・ディキンスン」The 
Emily Dickinson Review，第 5 号，2018 年 3 月
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冨岡悦子	（エッセイ）「ベルリンの癒えない傷」『something』第 27 号，
書誌侃侃房， 2018 年 6 月
冨岡悦子（エッセイ）「刺」『タンブルウィード』第 4 号，タンブルウィー
ドの会，2018 年 9 月 25 日
冨岡悦子（エッセイ）「八海山になりたい」『詩と思想』10 月号第 377 号，
土曜美術出版販売，2018 年 10 月
－ 48 －
鶴見大学紀要投稿規程
 （趣旨）
第１条 この規程は、鶴見大学及び鶴見大学短期大学部（以下「本学」
という。）において研究または教育に従事する者の成果を紀要に
公表することについて定めるものである。
 （投稿資格者）
第２条　紀要の執筆者となる資格を有する者は，次に掲げる者とする。
(1) 本学専任教員
(2) 本学専任教員との共同執筆者
(3) 紀要委員会が特に認めた者
 （投稿申込者）
第３条　投稿申込者は，前条第 1号の者に限る。
 （投稿原稿）
第４条　原稿は，未刊行のものに限る。定期刊行物（学術雑誌、商業雑
誌、大学・研究所紀要など）や単行本として既刊 ,あるいは ,こ
れらに投稿中の原稿は本紀要に投稿できない。ただし ,学会発表
抄録や科学研究費などの研究報告書はその限りではない。
 （紀要の部編）
第５条　紀要の部編は 4種類とし ,その邦文および欧文の標題は次のと
おりとする。
　一　鶴見大学紀要　第 1部（日本語・日本文学編）
　　　THE BULLETIN OF TSURUMI UNIVERSITY PART 1 (STUDIES IN 
JAPANESE LANGUAGE AND LITERATURE)
　二　鶴見大学紀要　第 2部（外国語・外国文学編）
　　　THE BULLETIN OF TSURUMI UNIVERSITY PART 2 (STUDIES IN 
FOREIGN LANGUAGES AND LITERATURE)
　三　鶴見大学紀要　第 3部（保育・歯科衛生編）
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　　　THE BULLETIN OF TSURUMI UNIVERSITY PART 3 (STUDIES IN 
INFANT EDUCATION AND DENTAL HYGIENE)
　四　鶴見大学紀要　第 4部（人文・社会・自然科学編）
　　　THE BULLETIN OF TSURUMI UNIVERSITY PART 4 (STUDIES IN 
HUMANITIES, SOCIAL AND NATURAL SCIENCES)
 （発行の回数）
第６条　紀要は，年度内に 1回発行することを原則とし，その時期は年
度末 3月とする。
 （提出原稿）
第７条　原稿の作成は，紀要刊行内規で定められた投稿要綱に従うもの
とする。
 （原稿の提出先）
第８条　原稿は，投稿する部編の紀要委員に提出するものとする。
 （原稿の提出締切日）
第９条　原稿の提出締切日は , 部編により別に定める。
 （編集）
第10条 編集は，紀要委員会が行うものとする。
 （別刷）
第11条 50 部を超える別刷の費用は，著者が負担するものとする。
 （著作権）
第12条 紀要の公開にともなう ,複製権および公衆送信権に関わる著作
権の行使は，原則として本学に帰属する。ただし，著者が自分の
論文等を利用することは差し支えない。
　二　論文等の全部あるいは大部分を他の著作物等に利用する場合に
は，その旨を本学に申し出ると共に，出典を明記する。また，一
部分を利用する場合にも，文献あるいは図説の下に出典を明記す
る。
　三　掲載された論文等の執筆内容が第三者の著作権を侵害するなどの
指摘がなされた場合には , 著者がその責任を負う。
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 （公開）
第13条 紀要に掲載された論文等は原則として学内外に公開するものと
する。
 （事務処理）
第14条 この規程に関する事務は，教育研究支援センター事務部教育研
究支援課において処理する。
 （雑則）
第15条 この規程に定めるもののほか，紀要発行に関し必要な事項は，
委員長が別に定める。
附 則　この規程は，平成 21 年 4 月 1 日から施行する。
附 則　この改正規程は，平成 27 年 4 月 1 日から施行する。
執筆者一覧
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